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トビイロヤンマを２０１５年９月に長崎市で記録

樋 口 一 成１）・田 添 大 青２）・田 添 陽 向２）

田 添 康 介３）・田 添 みゆき３）

Record of Anaciaeschna jaspidea (Burmeister, 1839) in Nagasaki, Sept. 2015
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は じ め に

トビイロヤンマ Anaciaeschna jaspidea（Burmeister，

１８３９）は，インド，東南アジア諸国，中国南部，台湾，

オーストラリア北部，メラネシア，ミクロネシア，ポ

リネシア中央部のクック諸島まで，東洋熱帯に広く産

する．日本国内の分布域はトカラ列島・中之島以南の

南西諸島だが，小笠原諸島での一時発生記録もある（江

平２００５，IUCN２０１０，尾園ら２０１２）．

しかし本種は１９９０年代から日本国内で激減し，２１世

紀初頭の確実な棲息地は沖縄諸島・八重山諸島の一部

に局限されている．環境省レッドリストでは２０１２年版

より絶滅危惧 IB類（EN）に掲載された（須田２０１５

環境省２０１５）．

また九州以北の本種の記録は従来２例知られていた．

一つは１９９３年の高知県中村市（現・四万十市）「トン

ボ王国」における例で，８／２８に同属種マルタンヤン

マ A. martini（Sélys，１８９７）に混じり黄昏飛翔してい

た♀１匹が採集された（杉村１９９３，トンボ王国２００９）．

もう一つは２０００年秋に静岡市で一時発生した例で，９

／２５に♀１匹が撮影されたのを皮切りに１０／１～１１／５

に少なくとも♂８匹♀４匹が採集され，目撃例も多く

残された．草丈の高い湿地における秋の午後の活動や

産卵も観察されたが，１２月には姿を消したとされる

（伴野２００１，江間・福井２００１，福井・江間２００１）．

今回筆者らは長崎県で本種を確認したので報告する．

九州島における初記録でもある．

経 緯

著者の一人の田添大青は，小学校１年生だった２０１５
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図１ 長崎市で採集されたトビイロヤンマ♂標本背面（左）側面（右）．田添大青採集
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年９月中旬～下旬，長崎市三重町の通学路を１５：３０頃

に下校中，弱って草の上にいたトンボ１匹を採集した

（図１）．

翌２０１６年，小学校２年生の夏休み自由研究で，双子

の陽向，保護者の康介・みゆき４名での共同研究「こ

ん虫ひょう本と作成ノート」をまとめ，当標本含む昆

虫標本１８種４４点，セミ抜け殻標本２種３２点，研究ノー

ト１冊を小学校へ提出した．

この研究が校内優秀作品に選ばれ，１０月上旬に長崎

市科学館で開催された「長崎市小・中学校科学教育

展」へ展示された．

この時点で当標本の名札は「トンボのなかま」（未

同定）だったが，著者の一人の樋口が標本を視認，ト

ビイロヤンマと同定した．

標本は♂，腹長４８�，後翅長４１�．前額～複眼前部
を損傷していたが他に目立つ傷はなく，翅はほぼ透明

だった．性成熟した本種の翅は黄色を呈すので，若い

個体とみられる．胸部～腹部前半側面は広く黄色で胸

部を１本の太い褐色帯が斜めに通過，第１腹節側面は

太い褐色帯がなく，後胸～第３腹節側面は水色部分も

あった．各腹節側面に黄白色斑，第８～第１０腹節背面

に各１対の黄白色斑があった（江平２００５，朝比奈・

枝２００８，尾園ら２０１２）．

考 察

採集地はトビイロヤンマ棲息地の沖縄諸島・伊平屋

島から北へ約６６０�，北限とされる中之島から北へ約
３３０�である．飛来記録とみられるが，ヤゴが水草の
流通に乗って運ばれたと考えられるリュウキュウベニ

イトトンボ Ceriagrion auranticum ryukyuanum Asahina，

１９６７の発生例もあり（苅部２００７），同様の人為的移入

の可能性もゼロではない．

本種は広く分布するが迷入記録は少ない点から移動

性は弱く，長距離飛翔は台風など強い外部刺激による

とみられる．２０１５年に九州へ影響があった台風は６号

（５／１２種子島近海で消滅），９号（７／１０～１２東シ

ナ海縦断），１２号（７／２６長崎県佐世保付近上陸），１５

号（８／２５熊本県上陸）で，どれも本種分布域のミク

ロネシア，フィリピン，台湾，南西諸島などを通過し

ていた（気象庁２０１６）．特に９号と１２号で九州に強い

南風が吹いており，台風由来ならばこれらの可能性が

高い．

また当標本が若く損傷も少ない点，本種は卵期間１１

日・幼虫期間４１日の報告がある点（関西トンボ談話会，

１９８４），採集地３�以内に三重川流域，杉谷川流域，
黒崎永田湿地自然公園など本種の発生に適する水田・

湿地が多い点をみると，周辺で一時発生していた可能

性がある．当個体が弱っていたのは頭部負傷，または

羽化直後で動きが鈍かったと考えられる．

長崎県は温暖でアジア大陸に近い地理特性もあり，

過去にオオギンヤンマ Anax guttatus（Burmeister，１８３９），

スナアカネ Sympetrum fonscolombii（Sélys，１８４０）な

ど南方系・大陸系トンボ各種の飛来記録がある（池

崎・中田２００７，尾園ら２０１２）．だが本種の記録は驚

きであった．
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